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存の大型設備による評価法から、実験室レベルで迅速に In-situ 測定・評価することが可能になった。 











になることを示した。一方、ポリスチレンは延伸温度・速度条件に強く依存し、TD 延伸過程より MD 延伸過程で
の影響度が大きいことから、非晶性ポリスチレンの延伸温度・速度条件の管理は MD 延伸過程で管理すること
が大切になることを明らかにした。 
第 6 章は遂次二軸延伸プロセスに於いて、MD 延伸後 TD 延伸開始まで僅かの保持時間と TD 延伸過程中
の変化挙動について調べた。保持時間が長すぎると結晶化度が高くなり、その起因で TD 応力と複屈折位相差
が増加し、延伸性が悪くなる。 
本研究で新たに開発した二軸延伸評価機を用いて、少量サンプルで短時間に力学データから延伸フィルム
の強度、延伸温度範囲、適正延伸倍率、光学データから延伸フィルムの配向状態、球晶形状変化など、力学
と光学の両方面から延伸性を評価できる技術を確立することに成功した。本研究の独創性と応用性が高いこ
とから光学フィルム材料、機能性材料、フィルム成形及び延伸フィルム設備メーカーなどに納入実績がある。 
